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８章．防災指針 
防災指針は、居住や都市機能の誘導を図る上で必要となる都市の防災に関する機能の確保を図り、当該

指針に基づく具体的な取組みを定めるものです。 

洪水等の災害ハザードエリアは広範囲に及び、既に市街地が形成されていることも多いことから、この範囲を

居住誘導区域から全て除くことは現実的に困難な状況です。 

このため、居住誘導区域における災害リスクをできる限り回避あるいは低減させるため、必要な防災・減災

対策を計画的に実施していくことが求められています。また、居住誘導区域外に現に生活している居住者の安

全を確保するための取組みも併せて必要です。 

こうしたことから、本章では災害リスクを踏まえた課題を抽出し、都市の防災に関する機能の確保に向けた取

組みの方針及び具体的な取組みを位置付けます。 

なお、防災指針の検討は、国土交通省の「立地適正計画作成の手引き」を参照し、以下のような構成とし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図8-1 防災指針の構成 

  

（４）具体的な取組み、スケジュール 

①具体的な取組み 

②具体的な取組みスケジュール 

※目標は「９章．評価指標」で記載 

（１）災害ハザード情報の整理 

（２）防災上の課題 

①災害リスクの分析 

②災害リスクの高い地区及び課題

の整理 

 

（３）防災・減災まちづくりの方針 

防災指針検討のフロー 

（立地適正計画作成の手引き） 

本計画の防災指針の構成 
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（１）災害ハザード情報の整理 

本市における災害ハザード情報について、「土砂災害」と「水害」に区分して以下に整理します。 

 

表8-1 災害ハザード情報 

災害 

種別 
災害ハザード情報 備考 

土
砂
災
害 

○土砂災害特別警戒区域 

（通称：レッドゾーン） 

土砂災害警戒区域等における土砂災害防

止対策の推進に関する法律に規定 

○土砂災害警戒区域 

（通称：イエローゾーン） 

土砂災害警戒区域等における土砂災害防

止対策の推進に関する法律に規定 

○大規模盛土造成地 大規模盛土造成地の滑動崩落対策推進ガ

イドラインにより抽出された盛土造成地 

水
害 

洪
水 

【計画規模降雨（L1）】 

○洪水浸水想定区域 

 

水防法に規定する浸水想定区域 

※河川整備において基本となる降雨に伴う
洪水により河川が氾濫した場合の浸水の
状況をシミュレーションにより予測した
もの 

【想定最大規模降雨（L2）】 

○洪水浸水想定区域 

○浸水継続時間 

○家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食） 

○家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流） 

水防法に規定する浸水想定区域 

※想定し得る最大規模の降雨により河川が
氾濫した場合の浸水の状況をシミュレー
ションにより予測したもの 

た
め
池 

○ため池浸水想定区域 ため池ハザードマップ作成の手引きによ

り設定された農業用ため池の浸水想定区

域 

※ため池が大地震等により決壊した場合を
想定 
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（２）防災上の課題 

①災害リスクの分析 

■土砂災害 

居住誘導区域から除外した土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域は、市北部の大規模住宅団地を

中心に分布しています。また、大地震時に滑動崩落等の恐れがある大規模盛土造成地についても同様に市北

部を中心に分布しています。このような土砂災害のリスクが高く、住宅等が多く分布する地域を、災害リスクが高い

地区として抽出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※市内において「地滑り」により指定された土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域はありません。 

 

図8-3 土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域の指定範囲（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8-4 大規模盛土造成地の要件 

  

【資料：立地適正化計画作成の手引き（国土交通省）】 

【資料：立地適正化計画作成の手引き（国土交通省）】 
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【尾崎地区】 

尾崎地区は、土地区画整理事業により整備された大規模住宅団地の広い範囲が土砂災害特別警戒区

域・土砂災害警戒区域に指定され、住宅や共同住宅が多く立地しています。また、同地区には大規模盛土造

成地もみられます。 

 

土砂災害特別警戒区域 

・土砂災害警戒区域 

○人口（土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域）：3,137人 
○建物（土砂災害特別警戒区域） ：107棟（内、住宅：91棟） 
○建物（土砂災害警戒区域）    ：1,984棟（内、住宅：1,928棟） 
※住宅：「住宅」「共同住宅」「併用住宅」の合計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大規模盛土造成地 ○人口（大規模盛土造成地）：2,836人 
○建物：2,114棟（内、住宅：2,061棟） 
※住宅：「住宅」「共同住宅」「併用住宅」の合計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※人口（平成27（2015）年国勢調査）は、災害リスクが高い区域（土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区

域、大規模盛土造成地）と重なる小地域の人口を集計（区域を跨る場合は面積按分）
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【松が丘・つつじが丘地区】 

松が丘・つつじが丘地区は、宅地開発により整備された大規模住宅団地の広い範囲が土砂災害特別

警戒区域・土砂災害警戒区域に指定され、住宅が多く立地しています。また、同地区には大規模盛土造

成地もみられます。 

 

土砂災害特別警戒区域 

・土砂災害警戒区域 

○人口（土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域）：3,692人 
○建物（土砂災害特別警戒区域） ：228棟（内、住宅：212棟） 
○建物（土砂災害警戒区域）    ：3,145棟（内、住宅：2,995棟） 
※住宅：「住宅」「共同住宅」「併用住宅」の合計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大規模盛土造成地 ○人口（大規模盛土造成地）：2,248人 
○建物：2,166棟（内、住宅：2,097棟） 
※住宅：「住宅」「共同住宅」「併用住宅」の合計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※人口（平成27（2015）年国勢調査）は、災害リスクが高い区域（土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区

域、大規模盛土造成地）と重なる小地域の人口を集計（区域を跨る場合は面積按分）
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【鵜沼台・新鵜沼台地区】 

鵜沼台・新鵜沼台地区は、宅地開発により整備された大規模住宅団地である鵜沼台の一帯や、新鵜

沼台の一部が土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域に指定され、住宅が多く立地しています。また、

鵜沼台及び新鵜沼台の広い範囲で大規模盛土造成地がみられます。 

 

土砂災害特別警戒区域 

・土砂災害警戒区域 

○人口（土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域）：2,129人 
○建物（土砂災害特別警戒区域） ：208棟（内、住宅：207棟） 
○建物（土砂災害警戒区域）    ：1,359棟（内、住宅：1,286棟） 
※住宅：「住宅」「共同住宅」「併用住宅」の合計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大規模盛土造成地 ○人口（大規模盛土造成地）：3,320人 
○建物：3,348棟（内、住宅：3,259棟） 
※住宅：「住宅」「共同住宅」「併用住宅」の合計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※人口（平成27（2015）年国勢調査）は、災害リスクが高い区域（土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区

域、大規模盛土造成地）と重なる小地域の人口を集計（区域を跨る場合は面積按分）
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【鵜沼宝積寺町地区】 

鵜沼宝積寺町地区は、土地区画整理事業により整備された広い範囲が土砂災害特別警戒区域・土砂災

害警戒区域に指定され、住宅が多く立地しています。一方、大規模盛土造成地はみられません。 

 

土砂災害特別警戒区域 

・土砂災害警戒区域 

○人口（土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域）：566人 
○建物（土砂災害特別警戒区域） ：50棟（内、住宅：39棟） 
○建物（土砂災害警戒区域）    ：469棟（内、住宅：428棟） 
※住宅：「住宅」「共同住宅」「併用住宅」の合計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大規模盛土造成地 ○建物：0棟（内、住宅：0棟） 
※住宅：「住宅」「共同住宅」「併用住宅」の合計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※人口（平成27（2015）年国勢調査）は、災害リスクが高い区域（土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区

域、大規模盛土造成地）と重なる小地域の人口を集計（区域を跨る場合は面積按分） 


